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 長持ちするインプラント治療のために 

 こんにちは、今回がこのシリーズの最終回です。奥羽大学矯正歯科の川鍋でございます。今回はインプラント治療
を成功させるために、我々矯正歯科医が皆様のお役に立てることについてご説明いたします。 

 インプラント治療をしたいのになぜ矯正治療？と思われるかもしれません。しかし、非常に重要なのです。人間の
歯は、噛み合う歯を失うと歯のない方向に倒れてしまうという性質があります。倒れてしまった歯に何も処置をしな
いまま、歯のない部分にインプラント治療をしてしまうと、インプラントに噛む力が集中したり、インプラントの周
りに食べ物が溜まりやすくなり、インプラント周囲に炎症を引き起こす原因となります。 

 インプラント周囲に炎症が生じた場合、インプラントがグラグラと動きだし、最悪の場合、インプラントを撤去し
なければなりません。 

 インプラント治療を行う前には、ぜひ、インプラント専門医にご相談ください。その結果として、インプラント治
療前に矯正治療が必要であると診断された場合には、お気軽に矯正歯科にご相談ください。インプラント治療前に歯
を動かすことで長持ちさせることのできるインプラント治療をお手伝いさせていただきます。 
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